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１．小学校スポーツ協会活動の現状と見直しについて 

≪小学校スポーツ協会活動の趣意≫ 

・スポーツ・運動遊びの楽しさを味わう 

・多くの子供が楽しめる 

・どの子供も気軽に参加できる 

≪小学校スポーツ協会活動の現状≫ 

・多くの学校で、高学年を対象としたスポーツ大会への参加が目標になっているため， 

４年生以上の高学年の一部の児童が活動する場になっている。始業前や放課後，休日 

の練習が過熱化している。 

・平日の指導およびスポーツ大会参加のための申込事務や当日の引率・指導，それぞれ 

の大会の準備や当日の運営も教員が担うなど，教員主導の活動となっており，教員の 

負担が増大している。 

≪スポーツ協会活動の見直し≫ 

・小学校スポーツ協会活動の本来の趣意に立ち戻り、活動のあり方を見直す。 

・学校・保護者・地域が協力して活動に取り組むことを目指す。 

平成 26年度より「小学校におけるスポーツ活動のあり方懇話会」開催 

29年度当初 年間活動計画を見直したモデルプラン作成 

５月中旬 「神戸市小学校スポーツ協会総会」で，活動の方針とプラン承認 

５月下旬 事務局より各校に対して，スポーツ活動の保護者向け主旨説明文書を発出 

６～９月 各校が児童や地域の実態に応じて「活動計画」を作成 

各校が活動発表会や近隣校との交流会を計画 

各校が計画内容を各家庭・地域に発信 

 

２．中学校部活動外部支援員について 

29年度から，従来の技術指導を中心とする外部指導員以外に，部活動の指導補助・ 

安全見守り・教員や指導員との連絡調整を職務とする「外部支援員」を全中学校に配置 

した。顧問教員の出張，会議，校務，授業準備等のために顧問教員が活動場所にいない 

場合でも，外部支援員がいれば部の活動が可能である。 
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小学校のスポーツ活動 

Ｑ．現在、小学校の放課後などに活動しているスポーツ活動って？ 

Ａ．これは、神戸市小学校スポーツ協会の活動です。 

Ｑ．神戸市スポーツ協会の活動って？ 

【目的】 

（１）スポーツ・運動遊びの楽しさを味わわせる。 

（２）スポーツ・運動遊びを通じて、児童の健全な心身を培う。 

（３）生涯を通じてスポーツを愛好する素地を養う。 

（４）社会的視野を広め、よりよい人間関係・仲間作りを目指す。 

【取組】 

種目・参加学年・活動日・活動場所等について 

協議し、各校の実情に合ったスポーツ活動。 

【活動】 

 いろいろなスポーツ・運動遊びに親しめる、多種目シーズン型の活動 

Ａ．学校の先生方が中心になって活動していますが、本来は、スポーツ

を通して子供たちを地域全体で見守り、育てる活動です。 

【教員】 

≪平日≫ 

スポーツ協会活動の計画・指導 

校内大会や発表会等の計画 

近隣校との交流会等の計画 

少年団大会等の準備 

≪休日≫ 

少年団大会等の運営 

【指導者】 

学校教職員 

保護者 

地域の方 

 

【保護者・地域の方】 

≪平日≫ 

 スポーツ協会活動の指導 

 スポーツ大会への申込事務 

≪休日≫ 

スポーツ協会活動の指導 

スポーツ大会への引率・指導 

 

スポーツ協会は小学校ごとに設置され、協会の会長は校長先生です。 




